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            A STUDY OF TESTICULAR TUMOR 
     THE INFLUENCES OF SEXUAL HORMONES ON BROWN-PEARCE 
                   TUMOR OF THE RABBIT 
                            Hideo HIGASHINO 
         From the  Department of Urology, Okayama University Medical School 
                            (Director  : Prof. J. Oomura) 
   Transplantation of Brown-Pearce tumor of the rabbit was attempted in the testicle 
and the influences of sexual hormones  (Test. prop. and Hexestrol) to the metastases and 
the pathological changes of testicular tissue were studied. 
   The animals divided into control group and groups given sexual hormones. 
   Metastases were rather severer in the groups given sexual hormones than in the 
control group. 
   Histological examinations of the testicle revealed growth of large epithelial tumor 
cells and small round cells in stroma of the testicle in the control group. The growth of 
large epithelial tumor cells was observed to be marked in the group given Hexestrol, 
while the growth of small round cells was prominent in the group given Test. prop. 
   Furthermore, necrosis and hemorrhage were observed everywhere in the intrerstitial 
tissue of the testicle. 
   From the above findings, it was emphasized that the tumor cells which composed of 
this tumor had two types (the large cell of the epithelial type and the small round cell) 
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日で あ る.そ の生 存 日数 の分 布 は 移 植 後16～20日に死
亡 す る もの33羽(44.1%),次で11～15日が27羽(36.0
%)で,20日 以 内 に 死亡 す るも のが75羽中60羽(80.1
%)で,殆 ん ど大 部 分 の もの が20日以 内 に死 亡 して お
り,そ の 中 で も17日目に死 亡 す る ものが13羽(17.3%)
で 最 も多 く,次 で13日目,19日 目に死 亡 す る もの 共 に
9羽(12.0%)で あ る.
551
d.転 移 の状 態(睾 丸以外の各臓器の 肉眼的
所見)




た.特 に膀胱では漿膜及び粘膜を,腎 では両 側 の 実
質,被膜に分け,又 肺,眼 では左右別 とした.腸 では
第3表 無処置5日 目屠殺例
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を認めた.後 腹膜 リソパ腺では5羽 中4羽(80.O%)














度なもの1羽,や や高度なもの1羽,高 度 な もの2
羽,腹膜は5羽中3羽(60.0%)で軽度のもののみで
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家 兎 番 号
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第10表 移植後7日 目睾丸の大きさ及び重量
家 兎 番 号
睾 丸 計 測(cm) 聖 丸 重 量(gm)
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第12表自然塊死群睾丸の大きさ及び重量





















































































































































































































































































































































































































凹 凸不 平 で 細 血管 の うつ 血 は 著 しい.割 面 は 周辺 部 は
赤 褐 色 の 色 調 を呈 して い るが,中 心 部 は灰 白色 壊 疽 性
で あ る.
大 きさ及 び重 量 に つ い て は(第12,14表),自 然 死
亡 群 とし て生 存 日数 の順 に配 列 して 一 括 観察 した.ま
ず 右 側 では 長 径 は平 均6.2cm,横径 は平 均2.Ocm,厚
さは平 均1.5cm.左側 で は 長 径 は平 均5.7cm,横径 は
平 均1.7cm,厚さ は平 均1.5cm.重量 は 右側 で は平 均
11.79,左側 で は平 均10.09とな つ て い る.睾 丸 重 量
につ いて ま とめ て み る と第13表の 如 く,左 右 共 最 も多
い のは9.0～9.99のもの で それ ぞれ75羽中14羽18.7%
を 占め,次 で右 側 では10.O・-IO.99のもの9羽12.0
%,1!.0～1ユ.99のもの7羽9.3%の 順 にな つ て い る.






































































































































多く認められ,精 上皮細胞及び基底膜は殆 ん ど消 失
し,精細管は癩痕状に壊死におちいつた状態で認めら
れる.




44.1%であり,転移は5日 目には既 に後 腹 膜 リンパ
腺,大 綱,腸間膜 リソパ腺に認められる,7日 目では





の長径,横 径,厚 さ,重量共5日 目,7日 目,10日目
と増大を認めるが特に7～10日の間の増大が著しい.
自然発死群については早期に死亡したものも長く生存





































ン前投与,後 投与の4群 に大別,自 然発死群のそれと
対比すると共に前記4群 相互間に於ける性ホルモソの
影響を検討した.殊 に塞丸自体に於ける腫瘍化の過程
を重点に,次 で他臓器への転移の状態を併 せ 観 察 し
た.尚 この場合 も初期での逐 日的変化を見る為に対照
群と同様前投与群は5日 目,7日 目,10日目(各群5
















































































































































































































































































































































の5日 目,7日 目,10日目の屠殺例(各群5羽)及 び
艶死群(14羽)に於ける塞丸の肉眼的並に病理組織学
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第19表 エナルモン前投与5日 目肇丸の大きさ及び重量

























































家 兎 番 号
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第21表 エナルモン前投与10日目睾丸の大きさ及び重量
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もの4羽,や や高度なもの2羽 と軽度なものが多 く認
められる.膀胱粘膜には認めず,後 腹膜 リンパ腺では
束野一聖 丸 腫 瘍 の 研 究
10羽(100%)で軽度なもの3羽,や や高度 な もの2
羽,高度なもの5羽 と高度なものが多い.大 網も10羽
(100%)に認められ,軽 度なもの3羽,や や高度なも


















く軽 度 な もの2羽 に対 して 高 度 な もの8羽 と殆 ん どが
高 度 の 転 移 で あ る.
転 移 の 多 く認 め られ る臓 器 は後 腹 膜 リソパ 腺(100
%),大 網(100%),肺(100%),肝(90.0%),
腸 間 膜 リソパ腺(80.O%),腎(被 膜 及 び 実 質)(80.0



























































大きさは第28,30表に示す如 くで右側では長 径 平 均
5.3cm,横径平均1,3cm,厚さ平均1.Ocrn.左側で












570 東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究
第28表 エナルモソ後投与10日目睾丸の大きさ及び重量




















































































































































































































































































b)転 移の状 態(畢 丸以外 の各臓器 の肉眼的
所見)
エナルモソ前投与群と同様に5日 目,7日 目,10日
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第32表 ヘキスロソ前投与5日 目屠殺例























































右 左 右 左
十
第34表 ヘキスロン前投与10日目屠殺例

























































大網では5羽(100%)でうち4羽 は高度な転 移 で あ

























られ,う ち高度なものが6羽 と多く,腹 膜 で は9羽
(90,0%)に認められ,軽 度なものがその うち6羽 で
























厚 さ平 均1.Ocm.左側 で は 長 径平 均3,1cm,横径 平 均
1.1cm,厚さ平 均1.Ocmで あ る。 重 量 は左 右 共 平 均
3.19であ る.
第35表 ヘキスロソ前投与5日 目睾丸の大きさ及び重量
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第36表 ヘキスロソ前投与7日 目聖丸の大きさ及び重量
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と共に腫大した リンパ腺を一塊として触れ る事 もあ
る。腫瘍移植家兎は移植後10日目を過ぎると急激にる
い痩,動 作が不活発とな り又下痢;食 欲不振も認める
様になり死に至る経過をとる。又1羽 ではあるが上腹
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第42表 ヘキスロソ後投与10日目屠殺例
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第43表 ヘキス ロソ後投与7日 目肇丸の大きさ及び重量



















































































































































































































































置群に比してより著明であ り,後投 与 群 では後腹膜
リンパ腺,腎 にやや目立つて認められた.ヘ キスロン
前投与群では後腹膜 リソパ腺,腸,腎 に無処置群より







に比して膀胱漿膜及び粘膜,後 腹膜 リンパ 腺,腎,
肝,腹 膜,心,肺 により著しく,又エナルモン後投与
















腫 瘍 細 胞 の 種 類
壊 死 の 程 度
1畔帯1
後
投 腫 瘍 細 胞 の 種 類
与







擬 腔 の 大 き
精 上 皮 細 胞
さ
基 底 膜
腫 瘍 細 胞 の 種 類
壊 死 の 程 度
1劇影帯1
後
投 腫 瘍 細 胞 の 種 類
与




や や 肥 厚
大 型 細 胞
(一)
僅 か に 疎
正 常
肥 厚
















著 し く 疎
狭 小 化
消 失










大 型 細 胞
(一)
全 く 疎
甚 し く狭 小
消 失




僅 か に 肥 厚
大 型 細 胞
(一)
10日 目






殆 ん ど 消 失
消 失
類 円 形 細 胞
(+)
圧 迫 萎 縮
殆 ん ど 消 失
残
類 円 形 細 胞
(+)
発 死 群
殆 ん ど 消 失
殆 ん ど 消 失
殆 ん ど 消 失
'大型+類 円形
(粁)
僅 か に 残 存
全 く 狭 小
消 失




圧 迫 萎 縮
消 失
大 型 細 胞
(昔)
消 失
全 く 狭 小
消 失
大 型 細 胞
(苔)
残 存
全 く 狭 小
失


































































いて最初 の実験報 告を行つ て以来,本 腫瘍 が家
兎 の可移植性悪性腫瘍 として,甚 だ移植 が容易
で且広汎 な転移巣 を形 成す る特性が認 め られ,
以来欧米 ではPearce&Casey4)(1931)を始 め
として多数 の研究5)-11)が相 次いで報 告 され,又
本邦で も 石 田12)13}(1935,1937)を始 め種 々





















次 に生存 日数 につ いて畢丸内移植 症 例 で は
Brown&Pearcei)2)(1923)は特に7～ ユ0週
の間 に発死す るものが最 も多い とし,野 津16)17)
(1935)は30～132日にわた り,平 均59日の生
存 日数 と報告 し,篠 崎19)20)(1937)は3～4週
が29%,4～5週 が19.3%,5～6週 が19.3
%,6～7週 が6.5%で約70%は6週 以内に弊
死す るとし,谷 本30)(1960)も最短22日,最 長
37日,平均29日で発死す ると述 べてお り,大 体
の生存 日数 は40日前後 であ るが,私 の実験例 で
は16～20日目に発死 す るもの44%,次 いで11～
15日目の艶死例36%で,概 して短命 であ る.生
存 日数 の差異 は各報告者 の移植 に用 いた種 に よ
つ て異 る ものであ り,私 の使用 した種 では生存
日数 が幾 分短 い種 であ ると考 え る.
転移形成 の時期 につ いて詳細 な報告 は少 く,
Brown&Pearce(1923)はimplantation
metastaseの形成 は移植後3週 間 で起 り,血 流
や リンパ系 に よる転移 は3～5週 目に出現す る
とし,篠 崎19)(1937)の17羽につ いての検索 で
は,約3週 で後腹膜 リンパ腺 に発現,同 時 に或
はやや遅れ て,腎 に認 め られ第4週 に入つ て更
に肝臓に見 られ,続 い て全身 に蔓 延を見 る と述
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べ ている.私 の成績 では転移 は 既 に5日 目 に
は,後 腹膜 リンパ腺,大 網,腸 間膜 リンパ腺 に
認 め られ,移 植 後7日 目では,5日 目に既 に見
られた臓器 の上 に既 に著 しくあ らわれ,ユ0日 目
にな ると膀胱粘膜,眼,心を除 くす べての臓器 に
広汎 にみ とめ られ る.10日目以後 ともなる と転
移 は更 に程 度を増 し各臓器 に よつての程度 の差
こそあれ殆 ん ど全臓 器に見 られる.即 ち転移 は
7～10日の間に急激 に進展 してお り,こ の時期
に於て,リ ンパ行性蔓延 か ら更に二次的 に血行
性 に各臓 器に播種す るものであ り,Brown&
Pearceの報告 より幾分転移 は早期 にあ らわれ
るもの と解 され る.
次 に転移 の諸臓器 にっいては,Brown&Pe-
arce(1923)は腎の50%を始 あ として,後 腹膜
組 織,肺,副 腎,リ ンパ腺,肝,大 網,縦 隔
洞,腸 間膜,眼,腸,骨,横 隔膜 の順 に転移巣
を認めてお り,篠 崎(1937)は腎80%,肝50%
を始め として後 腹膜 リンパ腺,次 で横 隔膜,胃
又 は腸 壁,腹 膜及 び大網,肺,膀 胱壁,眼 前房,
脾,脊 椎,腸 間膜 リンパ腺,歯 齪及 び肋膜 の順
に認め ると報告 し,菅 原22)(1955)の睾丸 内移
植後,胃 の転移についての実験では,移 植後14
日目に既に 胃転 移が見 られ,そ れ より長期 の も
のには全例に転移を見,胃 以外では肺 転移 が最
も多 く,肝,腎 が これにつ ぐと述 べてい る.又
野崎26)(1959)は転移 の頻発す る臓 器 は 肝,
腎,肺,大 網,後 腹膜 リンパ腺等で あり,副
腎,腸 問膜,肺 等 にも相当程度 に見 られ る と報
告,毛 利27)(1959)は肝,大 網,副 腎,腎 に転
移が多 く,次 で後腹膜 リンパ腺,横 隔膜を挙 げ
てい る.辻 村2s)(1959)は脾抽 出物 に対す る影
響 に関す る研究 の予備実験 として睾丸 内に移植
し,腎,副 腎,肝,後 腹膜 リソパ腺,大 網 に多
く,又 谷本30)(1960)も特 に転移 の著 明なのは
腎,後 腹膜 リソパ腺,肝 であ り更 に大網,横 隔
膜,胃 腸 壁,膀 胱 壁,肺,眼 前房,心 嚢 に も認
めてい る.即 ち転 移の臓器は各報告者 に より多
少 の相違はあ るが,慨 して後腹膜組 織,腎,大
網,肝,肺 と云 う順で ある.尚 睾 丸以外の臓器
に移 植 した場合 に於て も,転 移は同様 に現 われ
るが,睾 丸移植 の場合 が最 も転 移が明瞭に且早
期に現われると云 う報告が多い.
扱て私の実験でも大網が100%で最も著明で
あり,次で後腹膜 リソパ腺,腸 間膜 リソパ腺,








異常核分裂像が著 しく,4日 目を過 ぎると腫瘍
化は聖丸実質に及び精上皮細胞 と間質細胞の萎






壊死著 しく,周辺の出血 も著明 となると詳述 し
ている.又谷本30)(1960)は移植後3週 間のも
のは睾丸内腫瘍は,広 汎に壊死におちいつてい
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している.私 も本腫瘍の逐 日的変化を腫瘍構成
細胞,精 上皮細胞,精 細管,間 細胞を中心に観
察した処,浜 崎の記載による2種類の細胞が確
に見出し得たので,こ れを 「大型細胞」 並 に
「類円形細胞」 と仮称 して記述 した.
私 の実験 での対 照群(無 処置群)で は,病 理
組織学的 に,5日 目で精細管 の間隙に そつて腫
瘍細胞 の増殖が始 ま るが,管 腔 の大 きさは,略
々正常大 で,基 底膜 の僅 かな肥厚 を認 めるに過
ぎない 腫瘍細胞 は主 に大型細胞 が 認 め られ
る.7日 目,10日目とな るに従つ て腫瘍細胞 の
増殖 は著 明 とな り,精 細管 は徐 々に圧迫萎縮狭
小化 し,基 底膜 も殆 ん ど見 られな くな る.腫 瘍
細胞は7日 目より小型 の類 円形細胞が,精 細管
に隣接 して 散 在 性 に見 られ始 め,10日目頃 よ
り,大 型細胞,類 円形細胞共 に広汎 な出血性壊
死 に陥 る.発 死群 では精細管 は殆 ん ど消失 し,
周辺部 には菱形 の大型細胞 が集籏 し,中 心部 は
精細管 と共 に類 円形 の腫瘍細胞が 同時 に壊死 に
陥 り,広 範囲 な出血巣を招来す る.
次に本腫瘍に性ホル モソを投与 して,そ の発
育及 び転 移に及ぼす影響 を実験的に研究 した報
告 は甚だ 少 く,野 崎26)(1959),毛利27)(1959)
の報告 を見 るに過 ぎない.野 崎26)(1959)は本
腫瘍 の転移 に及ぼすホルモ ンの影響 として,睾
丸 に移植 した家兎 に,EstradiolO.5mg,Testo-
sterone5.Omgを夫 々1日 量 として,移 植直後
よ り毎 日10日間投与 した処,Testosteroneの場
合 は睾丸 の腫瘍発育 は対照群 と比較 して殆 ん ど
差異 を認 めず とし,転 移状態 も対照群 と対比 し
て,差 異 を認め ない と云 い,Estradio1では転
移は促進 的な結果 を得 た と,又 毛利27)昌(1959)
は本腫瘍 の発育 に及 ぼすEstrogenの影響につ
いて観察 し,Estradio10.5mgを移 植後10日間
投与 した結果,Estrogenは本腫瘍 の睾 丸内 の
発育及び転移 を促進す ると述 べてい るが,い ず
れ も睾 丸 の腫瘍発育過程 については殊に組織学
的 な記載 につい てみる と,満 足 すべ きものでは
ない.そ こで私は性 ホルモ ソと本腫 瘍 との関連
性 を追求 すべ く,先 ず性 ホルモ ソ投 与下 での本
腫瘍 の家 兎睾 丸の場 に於 ての相 違を,次 いで,






の点ではヘキスロン前投与群に於て や や 著 明
で,殊 に大網の変化が著 しく,次いでヘキスロ





































































































目で既に 精 細 管 の間隙にそつて大型上皮性の
腫瘍細胞が増殖 し始め,7～10日目では精細管
の圧迫萎縮を認め,又 此の頃より既 に見 られた





















































12)石 田 重 直=皮 紀,25:463,昭10.
13)石 田 重 直:皮 紀,26=1,239,昭10.
14)石 田 重 直:皮 紀,29=417,昭12.
15)石 田 重 直:皮 紀,43:459,464,昭19.
16)野 津 芳 孝:皮 紀,26:85,251,354,454,
昭10.
17)野 津 芳 孝:皮 紀,27:85,227,昭11.
18)伊 佐 早 修 治 ・皮 紀,26:182,263,昭10.
19)篠 崎 芳 郎:日 微 生 病 理 誌,31:919,933,
955,971,986,昭12.
20)篠 崎 芳 郎:日 微 生 病 理 誌,31:1001,1010,
102/,1029,1033,昭12.
21)三 国 友 吉=皮 紀,42:192,昭18.
22)菅 原 保 二:癌,46:402,昭30.
23)守 安 靖 廉:新 潟 医 会 誌,70:469,昭31.
24)富 田 光 男:名 医 学,75:1,昭33.
25)富 田 光 男 ・名 医 学,76:216,昭33.
26)野 崎 永 喜:名 医 学,77:228,昭34.
27)毛 利 元 彦=名 医 学,79:1391,昭34.
28)辻 村 明=名 医 学,80:504,昭34.
29)力 武 貞 之=久 留 米 医 会 誌,23:2618,昭35.
30)谷 本 潤 一:日 医 放 会 誌,20:1,昭35.
31)中 村 正 澄=久 留 米 医 会 誌,23:2564,昭35.
32)浜 崎 幸 雄:日 病 会 誌,23:1,昭28.














































第6図 無処置群(対 照群)移 植後5日 目翠丸組織像(家
兎番号97)
む
第7図築毅難 毒響 群)灘後7日睡 丸ww像













































謬 語 旗・.`.、 の ∂ 一 、.、 噛L
エナルモン前投与移植後5日 目聖丸組織像
(家兎番号EV2)間質に腫瘍細胞の浸入
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第23図 ヘキス ロン前投与移植後10日目後腹膜 リンパ
腺転移(家 兎番号HV21)
バ ui甲615甲 出 り!710り
第26図 ヘキスロソ前投与移植後7日 目聖丸肉眼像
(家兎番号HV6)
590 東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究
第27図 ヘキスロソ前投与移植後7日 目聖丸組織像
(家兎番号HV6) 1騨
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第32図 ヘキスロン後投与移植後10日目畢丸肉眼像
(家兎番号HN16)
東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究
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第34図 ヘキスロン後投与移植後18日目発死例聖丸組
織像(家 兎番号H9)
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第35図 上皮性腫瘍細胞とされる大型細胞(A細 胞)
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第36図 局所性細胞を思わせる類円形細胞(B細 胞)
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